


「もう　いらない」 
　まもちゃんが　いいました。 
「まもちゃん、　あとひとくちで　 
　からっぽよ！」 
　おかあさんが　いいました。 
「もう　いらないの！」と、 
　まもちゃん。 
　するとそこに



「あの～」と、 
　コオロギくんが　やってきました。



「そのひとくち、　 
　まもちゃんが　いらないんだったら 
　ぼくに　いただけませんか～？」



「そのひとくちで、　 
　ひゃっぴきのかぞくが 
　おなか　いっぱい　 
　たべられるんです」 



　するとそこに 
「もしも～し」と、 
　カメさんが　 
　やってきました。 

「そのひとくち、　 
　まもちゃんが　 
　いらないんじゃったら、　 
　ワシに　　 
　もらえませんかのう？」   



「そのひとくちで 
　ひゃくまんしょくめに 
　なるんだがの～」



　するとそこに 
「ぽんぽん、　あのさ～」と、　 
　タヌキちゃんが　 
　やってきました。 

「そのひとくち、 
　まもちゃんが　　 
　いらないなら、　 
　オイラに　おくれよ」 



「そのひとくちで　 
　ちからを　つけて、　 
　おかあちゃんのいる　 
　おやまに　かえれるんだけどな」



するとそこに 
「うらめしや～　めしくれや～」と、 
　ゆうれいが　やってきました。 

「そのひとくち、　 
　まもちゃんが　 
　いらないのでしたら　 
　わたしに　おそなえして　 
　もらえませんか～？」



「そのひとくちで～　 
　

あとひゃくにんの　 
にんげんを～　 

　こわがらせることが 
　できます～」



「まもちゃん　どうする？」 
　おかあさんが　いいました。



「ぼくに～」 
「わしに～」 
「おいらに～」 
「うらめしや～」 
「どうしよう、　どうしよう、　 
　どうしよう！」 
　このあと　まもちゃんは　 
　どうしたと　おもう？





「ひゃっぴきの　かぞくが　 
　おなかいっぱいに　 
　なるかとおもったのに」 

「ひゃくまんしょくめ　 
　だったのに～」 

「おかあちゃんに　 
　あえると　おもったのにな」 

「う～んー。 
　あ、　そうだ！」

「まもちゃん、　みんな　 
　がっかり　しちゃったわね、　 
　どうする？」

「ひゃくにんを～　 
　こわがらせようと　 
　おもったのに～」 



まもちゃんは　おかあさんに　 
たのんで、　みんなに　 
ひとくちサイズの　おにぎりを　 
つくって　もらいました。 



コオロギくんと、カメさんと、　 
たぬきちゃんと、ゆうれいは、　 
みんな　ニコニコして　かえって　 
いきました。 




